
北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 が 、 １ ９ ９ ６ 年 の 設 立 か ら 昨 年 で

2 5周 年 を 迎 え た 。 四

半 世 紀 に わ た り 、 実 践 を 支 援 し 、 道 内 Ｎ Ｉ Ｅ 活 動 の 普 及 に 尽 力 し て き た 。 節 目 の年 と な っ た 昨 年 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 渦 中 に 札 幌 で 開 か れ た 第

2 6回 全 国 大 会

で 主 管 を 務 め て 運 営 を 担 っ た 。 今 年 は 、

2 5年 の 歩 み を 振 り 返 る 記 念 誌 発 行 を 予 定

し て い る 。同 協 議 会 は １ ９ ９ ６ 年 ６
月 、 道 内 に 本 社 ・ 支 社 を 置く 新 聞 ８ 社 と 教 育 関 係 者が 、 教 育 で の 新 聞 活 用 を 目的 に 設 立 し た 。 こ れ に 先 行し て 教 育 現 場 で は 、 Ｎ Ｉ Ｅに 取 り 組 む 教 員 ら に よ っ て

9 0年 ７ 月 に 北 海 道 十 勝 新 聞
教 育 研 究 会 が 、

9 1年 ５ 月 に

北 海 道 新 聞 教 育 研 究 会 が 発足 し 、 道 内 Ｎ Ｉ Ｅ 活 動 の 草分 け と な っ て い た 。
同 協 議 会 発 行 の 「 北 海 道

Ｎ Ｉ Ｅ

1 0年 の あ ゆ み 」 に よ

る と 、  協 議 会 の 発 足 に よ り 、Ｎ Ｉ Ｅ 関 連 の 研 究 会 の 参 加者 が 教 員 以 外 に も 広 が り 、新 聞 各 社 も Ｎ Ｉ Ｅ を 積 極 的に 報 道 す る よ う に な っ た とい う 。
そ の 後 、 毎 年 の 実 践 報 告

書 発 行 、 道 内 各 地 で 地 区 セミ ナ ー 開 催 、  「 ほ っ か い どう Ｎ Ｉ Ｅ 通 信 」 創 刊 と 、 活動 の 幅 を 広 げ て き た

＝ 表

＝
。  道 内 の 実 践 指 定 校 数 も 、

都 道 府 県 別 で 東 京 都 に 次 ぐ２ 番 目 ま で 増 え た 。 ２ ０ ０

２ 年 と 昨 年 、 札 幌 で 開 か れた 全 国 大 会 は 、 道 内 の Ｎ ＩＥ に 大 き な 刺 激 と な り 、 活動 を 広 げ る エ ポ ッ ク メ イ キン グ と な っ た 。
加 盟 社 の 数 も 、 発 足 時 の

新 聞 ８ 社 か ら 、 現 在 は 通 信社 を 含 む

1 3社 に 増 え た 。

一 方 で 新 聞 を 取 り 巻 く 環
境 は 大 き く 変 わ り 、 新 聞 購読 者 の 減 少 、 電 子 版 な ど デ

ジ タ ル 素 材 に ど う 対 応 し てい く か 、 な ど 課 題 を 抱 え てい る 。
同 協 議 会 の 菊 池 安 吉 会 長

は 「

2 5年 の 節 目 を 大 切 に し

な が ら 、 全 国 に 誇 れ る 北 海道 の Ｎ Ｉ Ｅ 活 動 を よ り 一 層発 展 さ せ て い き た い 」 と 話し て い る 。

北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会
主 催 の 北 海 道 セ ミ ナ ー が ８月

1 0日 、 オ ン ラ イ ン で 開 か

れ る 。 昨 年 ６ 月 に 迎 え た 推進 協 議 会 発 足

2 5周 年 を 記 念

し 、  「 北 海 道 の Ｎ Ｉ Ｅ

2 5年

～ 主 体 的 な 学 び と Ｎ Ｉ Ｅ～
」
を テ ー マ に 、 ア ド バ イ

ザ ー ら に よ る パ ネ ル デ ィ スカ ッ シ ョ ン を 行 う 。
パ ネ ル 討 論 は 、 セ ミ ナ ー

の 本 部 を 置 く 北 海 道 新 聞 本社 （ 札 幌 市 中 央 区 ） で 行 い配 信 す る 。 パ ネ リ ス ト は ア

ド バ イ ザ ー の ほ か 、 長 年 アド バ イ ザ ー を 務 め 現 在 、 フェ ロ ー と し て Ｎ Ｉ Ｅ を 推 進す る 教 諭 を 含 め 計 ４ 人 を 予定 。  司 会 は 兼 間 昌 智 さ ん  （ 推進 協 議 会 副 会 長 ） が 務 め 、質 疑 も 行 う 。
北 海 道 セ ミ ナ ー は 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 と昨 年 は Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 札 幌大 会 が あ り 、 ２ 年 間 開 か れて い な か っ た 。 今 回 は ３ 年ぶ り ６ 回 目 と な る 。

昨 年 ８ 月 に オ ン ラ イ ン 開
催 さ れ た 第

2 6回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国

大 会 札 幌 大 会 の 実 行 委 員 会（ 菊 池 安 吉 委 員 長 ） は 、 第４ 回 総 会 を 書 面 決 議 で 行い 、 決 算 案 と 大 会 報 告 が とも に 承 認 さ れ た 。
決 算 案 と 大 会 報 告 は

1 1月

1 5日 、 実 行 委 メ ン バ ー 全

5 6

人 に 送 付 。 同

3 0日 ま で に 過

半 数 の

3 8人 か ら 返 信 が あ

り 、 全 員 が 決 算 案 と 大 会 報告 を 承 認 し た 。
札 幌 大 会 は ２ ０ ０ ２ 年 以

来

1 9年 ぶ り ２ 度 目 。 公 開 授

業 や 実 践 発 表 な ど 全

2 5プ ロ

グ ラ ム を

1 1月 末 ま で オ ン デ

マ ン ド 配 信 し た 。 北 海 道 大学 な ど を 会 場 に ８ 月 ５ 、 ６両 日 を 予 定 し て い た が 、 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大で 延 期 と な っ た 東 京 五 輪 のマ ラ ソ ン ・ 競 歩 と 日 程 が 重な り 変 更 。 感 染 収 束 も 見 通せ ず 、 開 催 約 ２ カ 月 前 に オン ラ イ ン 方 式 に 変 更 し た 。開 会 式 な ど の 全 体 会 は ８ 月
1 6日 、 札 幌 文 化 芸 術 劇 場 ヒ

タ ル か ら ラ イ ブ 中 継 さ れた 。 オ ン デ マ ン ド 配 信 の アク セ ス 数 は 延 べ １ 万 １ ４ ００ 件 を 超 え た 。

北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会
の ２ ０ ２ ２ 年 度 総 会 が ５ 月

1 4日 、 北 海 道 新 聞 本 社 （ 札
幌 市 中 央 区 ） を 拠 点 に オ ンラ イ ン で 開 か れ る 。 昨 年 ８月 に 開 か れ た 第

2 6回 Ｎ Ｉ Ｅ

全 国 大 会 札 幌 大 会 の 報 告や 、 推 進 協 議 会 の

2 5周 年 記

念 誌 の 制 作 な ど が 提 案 さ れる 。

2 2年 度 道 内 の 実 践 指 定

校 の 内 定 状 況 や 新 任 ア ド バー ザ ー も 紹 介 す る 。

2 1年 度 の 実 践 表 彰 ３ 校

（ 小 中 高 各 １ 校 ） に 賞 状 を贈 る と と も に 、 代 表 者 に よる 実 践 発 表 を 行 う 。

2 0、

2 1両 年 度 の 総 会 は 、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予防 か ら 書 面 決 議 で 行 っ た 。

北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 2 5  年 の 歩 み

1 9 9 4  年 1 0  月
道 内 に 本 社 ・ 支 社 を 置 く 新 聞 ８ 社 が Ｎ Ｉ
Ｅ 連 絡 会 を 結 成

　 9 6  年 ６ 月  北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 が 発 足

　 　 　 1 0  月
第 1 回 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 研 究 大 会
が 開 か れ る

　 9 8  年 ８ 月
実 践 報 告 書 （ 1 9 9 6 、 9 7 年 度 分 ） の 発 行 始
ま る

2 0 0 1  年 1 2  月
初 の 地 区 セ ミ ナ ー 開 催 （ 第 1 回 Ｎ Ｉ Ｅ 旭
川 セ ミ ナ ー ）

　 0 2  年 ８ 月  第 7  回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 を 札 幌 で 開 催

　 　 　 1 2  月  「 ほ っ か い ど う Ｎ Ｉ Ｅ 通 信 」 創 刊

　 0 3  年 ４ 月  新 聞 ・ 通 信 ５ 社 が 新 た に 加 盟

　 1 5  年 1 1  月  第 1  回 Ｎ Ｉ Ｅ 北 海 道 セ ミ ナ ー

　 1 6  年 ３ 月  第 1  回 大 学 の Ｎ Ｉ Ｅ を 考 え る 会

　 1 6  年 ５ 月  函 館 新 聞 社 が 加 盟 し 、 現 在 の 1 3  社 に

　 2 1  年 ８ 月
第 2 6  回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 札 幌 大 会 を オ ン ラ
イ ン 開 催

記 念 誌 を 発 行 へ

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会大 会 報 告 を 承 認大 会 報 告 を 承 認

実 行 委 が 書 面 決 議実 行 委 が 書 面 決 議

５ 月 に 定 期 総 会

オ ン ラ イ ン 開 催

パ ネ ル 討 論 で 歩 み 振 り 返 るパ ネ ル 討 論 で 歩 み 振 り 返 る

３ 年 ぶ り３ 年 ぶ り

    ８ 月 、  北 海 道 セ ミ ナ ー８ 月 、  北 海 道 セ ミ ナ ー

北 海 道 推 進 協 が北 海 道 推 進 協 が

2 52 5周 年周 年

全 国 大 会

2度

  実 践 支 援 、  普 及 に 尽 力
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第 9 9 号

発 行 　 北 海 道  N I E  推 進 協 議 会 〒  0 6 0 - 8 7 1 1 　 札 幌 市 中 央 区 大 通 西  3  丁 目  6 　 北 海 道 新 聞 社 内 　 ☎  0 1 1 - 2 1 0 - 5 8 0 2 　 F A X 0 1 1 - 2 1 0 - 5 8 2 6

2 0 2 2 年 （ 令 和 4 年 ） 3 月 3 1 日

1



ア ド バ イ ザ ー か ら は 実 践 例の ほ か 、 活 動 の 広 が り に 向け た 提 言 も 出 さ れ た 。
ア ド バ イ ザ ー の ほ か 、 長

年 ア ド バ イ ザ ー を 務 め 現 在フ ェ ロ ー と し て Ｎ Ｉ Ｅ 活 動の 普 及 に 当 た る 教 諭 ら 計 約
1 5人 が 参 加 し た 。提 言 は 、 教 科 の 枠 に と ら

わ れ な い 横 断 的 な 実 践 や 学校 と し て の 取 り 組 み 、 学 校司 書 な ど 他 団 体 と の 連 携 など が 挙 げ ら れ た 。 学 校 現 場

日 本 新 聞 協 会 が 認 定 す る
道 内 の Ｎ Ｉ Ｅ ア ド バ イ ザ ーが １ 年 間 の 活 動 を 報 告 す る２ ０ ２ １ 年 度 の 北 海 道 Ｎ ＩＥ ア ド バ イ ザ ー 会 議 （ 北 海道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 主 催 ）が １ 月 ８ 日 、 北 海 道 新 聞 本社 （ 札 幌 市 中 央 区 ） を 拠 点に オ ン ラ イ ン で 開 か れ た 。

へ の 情 報 通 信 技 術  （ Ｉ Ｃ Ｔ ）の 浸 透 を 踏 ま え 、 授 業 の ダイ ジ ェ ス ト 版 を オ ン デ マ ンド 配 信 す る な ど オ ン ラ イ ンを 活 用 し て 実 践 を 共 有 す る案 も 出 さ れ た 。
活 動 報 告 で は 、 地 区 セ ミ

ナ ー が オ ン ラ イ ン 開 催 と なっ た こ と で 、 遠 隔 地 の セ ミナ ー に も 容 易 に 参 加 で き 、実 践 を 幅 広 く 知 る 機 会 に なっ た こ と や 新 聞 社 の 記 事 デー タ ベ ー ス を 使 っ た 授 業 の

紹 介 も あ っ た 。
２ ０ ２ １ 年 度 の 「 大 学 の

Ｎ Ｉ Ｅ を 考 え る 会 」  （ 座 長  ・阪 井 宏 北 星 学 園 大 教 授 ） が３ 月 ３ 日 、 オ ン ラ イ ン で 開か れ た 。 教 職 課 程 の あ る 道内 ６ 大 学 ・ 短 大 の 教 員 や 学生 ら 約

2 0人 が 参 加 。 取 り 組

な ど が 紹 介 さ れ た 。

1 8歳 か

ら の 裁 判 員 制 度 に つ い て 考え る 学 習 指 導 案 を 作 成 し 発表 し た 旭 川 大 の 学 生 は 、 多角 的 な 見 方 が で き る 記 事 の提 供 が 必 要 と 述 べ た 。
グ ル ー プ 討 議 で は 、 新 聞

は ネ ッ ト よ り も 少 数 意 見 や多 様 な 意 見 に 出 合 う こ と が多 い 、 新 聞 を 読 む こ と は 書く こ と に つ な が る ― な ど の意 見 が 出 さ れ た 。

み の 紹 介 や グ ル ー プ 討 議 から 新 聞 を 使 っ た 授 業 の 意 義や 課 題 な ど を 話 し 合 っ た 。
北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会

が 開 き ６ 回 目 。  北 星 学 園 大 、北 翔 大 短 大 部 、 旭 川 大 、 道教 大 札 幌 校 、 札 幌 国 際 大 、北 海 道 文 教 大 か ら 参 加 した 。
新 型 コ ロ ナ 下 で 増 え た 遠

隔 授 業 で の 新 聞 記 事 の 活 用の 工 夫 や 、 記 事 を 文 章 作 成の 指 導 に 役 立 て て い る こ と

真 偽 双 方 の 情 報 が あ ふ れ
る 現 代 社 会 。 私 た ち は メ ディ ア や ニ ュ ー ス に ど う 向 き合 え ば い い の か 。  昨 年 、  メ ディ ア ・ リ テ ラ シ ー に 関 す る論 文 を ま と め た 日 本 Ｎ Ｉ Ｅ学 会 会 員 で 、 札 幌 市 立 も みじ 台 中 学 校 校 長 の 兼 間 昌 智さ ん に 寄 稿 し て も ら っ た 。

◇

イ ン タ ー ネ ッ ト の 発 達
で 、 誰 で も 簡 単 に 情 報 を 送受 信 で き る よ う に な り 、 ＳＮ Ｓ で は 自 分 た ち が 興 味 ある 情 報 に の み 関 心 を 向 け 、そ れ を 無 条 件 に 信 じ よ う とす る 傾 向 が 生 ま れ て い ます 。  「 事 実 」 よ り も 「 信 じ るか 、 信 じ な い か 」 が 物 事 の判 断 基 準 に な る 「 ポ ス ト トゥ ル ー ス 」  （ 脱 真 実 ） 時 代に 直 面 し た と 言 え る の で はな い で し ょ う か 。 ま た 、 こ

の よ う な 中 で 、 心 無 い デ マが 飛 び 交 い 、 フ ェ イ ク ニ ュー ス や 、 悪 意 に よ る 誹 謗 中傷 も 後 を 絶 ち ま せ ん 。  私 は 、こ れ ら の 要 因 の 一 つ に 「 メデ ィ ア  ・  リ テ ラ シ ー の 欠 如 」が 大 き く 関 係 し て い る と 考え て み ま し た 。 メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ ー が 欠 如 し て い るた め 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 中 心 と す る情 報 の み を 信 じ 、 フ ェ イ クニ ュ ー ス に 惑 わ さ れ て い るの で は な い で し ょ う か 。
私 は 、 星 槎 大 学 院 の 修 士

論 文 と し て 、 次 の 研 究 を 行っ て み ま し た 。 そ れ は 、 Ｎ

Ｉ Ｅ （ Ｎ ｅ ｗ ｓ ｐ ａ ｐ ｅ ｒ

　

ｉ ｎ

　
Ｅ ｄ ｕ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

　

『 教 育 に 新 聞 を 』  ） を 積 極 的に 活 用 す る こ と で 、 メ デ ィア ・ リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 、物 事 を 正 確 に 判 断 し 、 根 拠を 基 に 自 分 の 主 張 を 述 べ る力 が 付 い た か ど う か を 、 客観 的 な デ ー タ を 基 に 明 ら かに す る と い う こ と で す 。
メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の

中 で も 、  「 メ デ ィ ア の 特 性を 理 解 す る 能 力 」  「 メ デ ィア が 構 成 す る 情 報 の 背 景 を理 解 す る 能 力 」  「 情 報 を クリ テ ィ カ ル に 捉 え 、 理 解 する 能 力 」  「 メ デ ィ ア が 自 分に 身 近 な 存 在 と し て 認 知 して い る 能 力 」 と い っ た 観 点

に 注 目 し 、 各 項 目 ご と で アン ケ ー ト を 実 施 し 、 メ デ ィア ・ リ テ ラ シ ー 獲 得 に 向 上が 見 ら れ た か ど う か を 検 証し ま し た 。
調 査 対 象 は 、 札 幌 市 内 の

三 つ の 中 学 校 の ２ 年 生 で 、Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 校 の Ａ 中 学 校

8 0

名 、 Ｎ Ｉ Ｅ 非 実 践 校 の Ｂ 中学 校

7 8名 、 Ｎ Ｉ Ｅ 非 実 践 校

Ｃ 中 学 校 の １ ２ ０ 名 で す 。ア ン ケ ー ト は 、 春 （ ４ 月 ）  、冬 （ ３ 月 ） の ２ 回 行 い 、 その 記 述 内 容 を ル ー ブ リ ッ ク評 価 し 、 １ 回 目 と ２ 回 目 の各 項 目 の 評 価 Ｓ 、  Ａ 、  Ｂ 、  Ｃ 、Ｄ の 割 合 が 増 加 傾 向 に あ るか 、 減 少 傾 向 に あ る の か 、ま た は 、 変 化 が な い か な どを Ａ 校 、 Ｂ 校 、 Ｃ 校 間 で 比較 検 討 し ま し た 。
結 果 は 、 ① Ａ 校 は メ デ ィ

ア 本 来 の 特 性 を 理 解 し 、 それ を あ る 程 度 正 確 に 判 断し 、 自 分 の 意 見 を 持 つ よ うに な り 、 メ デ ィ ア の 特 性 を理 解 で き ず 、 自 分 の 見 方 だ

け で 判 断 し て い る 生 徒 は 減少 傾 向 と な り ま し た 。
② Ａ 校 は 、 多 く の 情 報 を

自 分 で 集 め 分 析 す る な かで 、 そ の 情 報 を ク リ テ ィ カル に 捉 え 、 思 考 す る こ と がで き る 生 徒 が 増 え 、 情 報 の背 後 関 係 を 理 解 で き ず に 、自 分 の イ メ ー ジ で 、 そ の まま 信 じ て 受 け 取 っ て い る 生徒 は 減 少 し ま し た 。 ま た 、実 際 の 生 徒 の 回 答 の 分 析 から も 、 そ の 情 報 を ク リ テ ィカ ル に 捉 え 、 思 考 す る こ とが で き る 力 が 付 い て き て いる の で は な い か 、 と 言 う こと で す 。
③ Ａ 校 は 、 自 国 や 他 国 に

対 し て グ ロ ー バ ル な 視 点 で捉 え よ う と し て い る 生 徒 が増 え 、 自 分 の 身 の 回 り の もの で 、 興 味 ・ 関 心 の あ る もの だ け を 収 集 し よ う と す る生 徒 が 減 少 し ま し た 。
し か し 、 Ｂ 校 、 Ｃ 校 に お

い て は 、  「 メ デ ィ ア の 特 性を 理 解 で き ず 、 自 分 の 見 方

だ け で 判 断 し て い る 」 生 徒が 多 い こ と 、 Ｓ Ｎ Ｓ の 情 報の 信 ぴ ょ う 性 を 疑 う も のの 、 自 分 の 友 達 か ら の メ ール ・ Ｓ Ｎ Ｓ は 信 用 す る と 回答 し て い る 割 合 が 高 い こと 、 と い う 諸 点 が 明 ら か にな り ま し た 。
こ う し た 結 果 か ら 、 Ｎ Ｉ

Ｅ を 積 極 的 に 活 用 し 、 メ ディ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 を 進め る こ と で 、 物 事 を 正 確 に判 断 し 、 根 拠 を 基 に 自 分 の主 張 を 述 べ る 力 が 、 あ る 程度 獲 得 で き た の で は な い かと 結 論 づ け た の で す 。
し か し Ｎ Ｉ Ｅ を 実 施 し た

Ａ 校 で 、 メ デ ィ ア の 情 報 の信 ぴ ょ う 性 に つ い て 疑 問 を持 つ 生 徒 が 減 少 し て い る 点に は 疑 問 が 残 り ま す 。 ま たＢ 校 、 Ｃ 校 で は 、  「 情 報 が事 実 か そ う で な い か と い うよ り 、 情 報 を 信 じ る か 信 じな い か 」 が 判 断 基 準 に な って い る 傾 向 が 強 く 出 て い る点 も 注 目 に 値 し ま す 。 こ うし た 問 題 点 を 解 明 す る た めに も 、 継 続 的 な Ｎ Ｉ Ｅ の 実施 と 研 究 の 必 要 性 は 不 可 欠で あ る と 思 っ て い ま す 。

？

？
？

？

？？

？

活 動 拡 大 へ 提 言活 動 拡 大 へ 提 言道 内 ア ド バ イ ザ ー 会 議道 内 ア ド バ イ ザ ー 会 議

札 幌 市 立 も み じ 台 中 学 校 校 長

　
兼 間

 昌 智

正 確 な 判 断 、  根 拠 あ る 主 張 育 む

Ｎ Ｉ Ｅ と メ デ ィ ア  ・  リ テ ラ シ ー 教 育Ｎ Ｉ Ｅ と メ デ ィ ア  ・  リ テ ラ シ ー 教 育

新 聞 活 用 の 意 義 は新 聞 活 用 の 意 義 は
大 学 の Ｎ Ｉ Ｅ 考 え る大 学 の Ｎ Ｉ Ｅ 考 え る
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第

2 0回 上 川 地 区 セ ミ ナ ー

（ 上 川 ・ 旭 川 Ｎ Ｉ Ｅ 研 究 会共 催 ） は

1 1月

1 1日 、 北 海 道

新 聞 旭 川 支 社 を 拠 点 に 開 かれ
＝ 写 真 ＝

、 旭 川 明 成 高 が

３ 年 生 物 の 授 業 を 事 前 収 録し た 動 画 で 公 開 し た 。
「 現 代 の 生 物 を 取 り ま く

課 題 」 を グ ル ー プ で 考 え る授 業 。 滝 沢 仁 基 、 片 岡 昭 彦両 教 諭 が 、 北 海 道 新 聞 社 が教 育 用 に 開 発 し た 記 事 Ｄ Ｂ

「 ま な ｂ ｅ ｌ ｌ （ べ る ）  」 を使 っ て 取 り 組 ん だ 。 あ る グル ー プ は 、 検 索 し た 記 事 から ア フ リ カ の キ タ シ ロ サ イの 生 息 数 が 激 減 し た 背 景 など を 知 り 、 現 状 と 解 決 策 を発 表 し た 。
実 践 発 表 は 、 富 良 野 市 立

扇 山 小 の 伊 藤 静 香 教 諭 が 、昨 年 ８ 月 の Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会札 幌 大 会 で 発 表 し た 実 践 を

第 ８ 回 檜 山 地 区 セ ミ ナ ー
は

1 2月

1 1日 、 北 海 道 新 聞 函

館 支 社 を 拠 点 に 開 か れ た 。持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ ） の 達 成 に 向 け て 考 えた 乙 部 中 の 授 業 （ 録 画 ）

＝

写 真 ＝

を 基 に 、 記 事 Ｄ Ｂ を

活 用 し て 学 び を 深 め る 授 業を 見 つ め た 。
授 業 は 、 伊 藤 邦 明 教 諭 の

３ 年 国 語 「 持 続 可 能 な 未 来を 創 る た め に 」  。 Ｄ Ｂ は 生徒 が 切 り 抜 い た 記 事 を 使 って 伊 藤 教 諭 が 自 作 し た 。 生徒 は ８ グ ル ー プ に 分 か れ 、そ れ ぞ れ 決 め た 目 標 （ テ ーマ ） に 向 き 合 っ た 。 パ ソ コン を 使 っ て Ｄ Ｂ か ら 二 つ の記 事 を 選 び 、 複 数 の 視 点 か

ら 考 え た 。 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ （ 性 的少 数 者 ） を 取 り 上 げ た グ ルー プ は 、  「 目 標 実 現 に は 多く の 人 の 協 力 が 必 要 だ と 分か っ た 」 と 発 表 し た 。
ま た 、 今 金 小 の 加 藤 和 也

教 諭 は ６ 年 国 語 「 自 分 の 考え を 発 信 し よ う 」  、 北 海 道江 差 高 の 榎 本 航 平 教 諭 は ２年 現 代 社 会 「 エ ネ ル ギ ー の開 発 と 利 用 」 に つ い て 、 それ ぞ れ 実 践 を 発 表 。 セ ミ ナー は 道 南 の 教 員 ら 約

3 0人 が

参 加 し た 。

基 に 行 っ た 。 前 任 の 小 規 模校 で 全 校 児 童 と 行 っ た 稲 作活 動 に つ い て の 新 聞 作 り を通 し て 、 課 題 の 発 見 や ま とめ る 力 を 伸 ば す 指 導 過 程 を報 告 し た 。 同 小 で は 校 内 研

修 会 と し て 、 教 職 員

2 5人 が

視 聴 し た 。
セ ミ ナ ー に は 上 川 管 内 の

小 中 高 校 の 教 諭 と 教 職 課 程の 大 学 生 を 中 心 に 約

8 0人 が

参 加 し た 。

第

2 0回 十 勝 地 区 セ ミ ナ ー

が ２ 月

1 9日 、 オ ン ラ イ ン で

開 か れ た 。 佐 賀 大 教 育 学 部の 達 富 洋 二 教 授 （ 国 語 科 教育 ） は 教 育 実 践 講 演 で 、  「 新聞 を 読 む こ と で 問 題 意 識 を持 っ た 人 間 を 育 て た い 」  と 、複 数 紙 の 読 み 比 べ や 、 考 えを 簡 潔 に ま と め る 力 を 養 うた め 「 は が き 新 聞 」 の 活 用を 紹 介 し た 。
達 富 教 授 は 「 新 聞 を 活 用

し た 言 語 活 動 が 創 造 す る 深い 学 び ～ 形 式 の コ ピ ー か ら意 味 の 創 造 へ ～ 」 の テ ー マで 講 演 。 九 州 の 中 学 校 で 教壇 に 立 っ て い た こ ろ 、 伊 方原 発 （ 愛 媛 県 ） の 運 転 差 し止 め の 記 事 を 読 ん だ 生 徒が 、 な ぜ 九 州 の 原 発 は 運 転差 し 止 め に な ら な い の か と疑 問 を 持 ち 、 複 数 の 新 聞 を読 ん で 考 え 、 深 い 学 び に つな げ た 事 例 を 紹 介 し た 。

文 字 数 が 限 ら れ る 「 は が
き 新 聞 」 の 作 成 は 、  は や く 、コ ン パ ク ト に 文 章 を ま と める 力 を 付 け る の に 有 効 と 述べ た 。

講 演 に 先 立 ち 、 地 元 音 更
町 立 緑 南 中 の 掛 水 成 幸 教 諭が 昨 年 夏 の Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会札 幌 大 会 で 紹 介 し た 実 践 を報 告 し た 。

セ ミ ナ ー に は 札 幌 や 十 勝
地 区 か ら 約

2 0人 が 参 加 。 第

3 2回 北 海 道 十 勝 新 聞 教 育 研
究 会 を 兼 ね 、 北 海 道 十 勝 新聞 教 育 研 究 会 （ 早 川 一 之 会長 ） と 共 催 し た 。

日 本 新 聞 協 会 は 、 第

1 2回

「 い っ し ょ に 読 も う ！ 新 聞コ ン ク ー ル 」 の 受 賞 者 と 受賞 校 を 発 表 し た 。 道 内 か らは 奨 励 賞 に 外 尾 倖 萌 （ ほ かお こ う め ） さ ん （ 夕 張 市 立ゆ う ば り 小 ３ 年 ）  、 外 尾 幸路  （ ほ か お ゆ き じ ）  さ ん  （ 同小 ５ 年 ）  、  宮 下 瑠 奈 さ ん （ 札幌 手 稲 高 １ 年 ）  、 宗 像 果 音（ む な か た か の ん ）  さ ん  （ 同 ）の ４ 人 、 学 校 奨 励 賞 に は 夕張 市 立 ゆ う ば り 小 、 別 海 町立 中 西 別 小 、 札 幌 市 立 も みじ 台 中 、 乙 部 町 立 乙 部 中 、上 富 良 野 町 立 上 富 良 野 中 、別 海 町 立 野 付 中 、 札 幌 手 稲高 、 函 館 西 高 、 富 良 野 高 、札 幌 創 成 高 の

1 0校 が 選 出 さ

れ た 。 最 優 秀 賞 は 東 京 都 北区 の 小 学 ５ 年 、 佐 藤 せ り 花

さ ん ら ３ 人 が 選 ば れ た 。
小 中 高 生 と 高 専 生 が ２ ０

２ ０ 年 ９ 月 か ら １ 年 間 の 新聞 か ら 選 ん だ 記 事 の 感 想 をま と め た 。

4 7都 道 府 県 か ら

６ 万 ４ ５ １ ３ 編 （ 前 年 比 ６５ ３ ６ 編 増 ）  、 う ち 道 内 から １ ２ ７ ８ 編 （ 同 １ ５ ８ 編増 ） の 応 募 が あ っ た 。 最 優秀 賞 の ほ か 、 優 秀 賞

3 0編 、

奨 励 賞 １ ２ ０ 編 、 優 秀 学 校賞

1 5校 、 学 校 奨 励 賞 １ ９ ７

校 を 選 ん だ 。 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ推 進 協 議 会 も 北 海 道 地 区 表彰 で ４ 賞 ６ 人 を 選 定 し た 。
北 海 道 地 区 表 彰 の 受 賞 者

は 次 の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）
【 道 教 委 教 育 長 賞 】 石 井

華 梨 （ 札 幌 市 立 も み じ 台 中３ 年 ）  【 札 幌 市 教 委 教 育 長賞 】 野 澤 靖 雲 （ 札 幌 創 成 高１ 年 ）  【 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進協 議 会 会 長 賞 】  多 門 康 太  （ 北広 島 市 立 東 部 小 ４ 年 ）  【 北海 道 地 区 奨 励 賞 】 新 保 里 来（ 乙 部 町 立 乙 部 中 ３ 年 ）  、 岩本 桜 弥 （ 函 館 西 高 １ 年 ）  、飯 塚 純 大  （ 札 幌 手 稲 高 １ 年 ）

　 2 0 2 1  年 度 の Ｎ Ｉ Ｅ 地 区 セ ミ
ナ ー （ 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会
主 催 ） が 上 川 、 檜 山 、 十 勝 の ３
地 区 で オ ン ラ イ ン 開 催 さ れ た 。
上 川 、 檜 山 両 地 区 で は 記 事 デ ー
タ ベ ー ス （ Ｄ Ｂ ） を 使 っ た 授 業
が 公 開 さ れ 、 情 報 通 信 技 術 （ Ｉ
Ｃ Ｔ ） を 活 用 し た 実 践 に 関 心 が
集 ま っ た 。

道 内 ４ 人道 内 ４ 人

1 01 0校校

全 国 奨 励 賞 に全 国 奨 励 賞 に

い っ し ょ に 読 も うい っ し ょ に 読 も う

は が き 新 聞 、  読 み 比 べ 紹 介

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 複 数 の 視 点 で

各 地 で Ｎ Ｉ Ｅ セ ミ ナ ー

キ タ シ ロ サ イ の 激 減 考 え る

記 事 Ｄ Ｂ 使 い記 事 Ｄ Ｂ 使 い

　 　 学 び 深 め る　 　 学 び 深 め る

上 川 地 区

十 勝 地 区

檜 山 地 区
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　 ○ … 公 開 授 業 や 実 践 発 表 を オ ン デ

マ ン ド 配 信 し た Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 札 幌

大 会 後 、 当 協 議 会 が 主 催 す る 地 区 セ

ミ ナ ー を 本 格 的 に 再 開 し た 。 本 年 度

は 計 ６ 回 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

予 防 で 、 会 場 校 に 集 ま る 従 来 ス タ イ

ル は や め 、 全 国 大 会 の 経 験 を 生 か し

オ ン ラ イ ン で 行 っ た 。

　 ○ … セ ミ ナ ー の 本 部 は 地 域 性 を 保

つ よ う 開 催 地 域 に 設 け た 。 授 業 は 事

前 収 録 し て 公 開 。 実 践 は 担 当 教 諭 が

各 所 か ら 発 表 し た 。 全 国 大 会 前 、 新

型 コ ロ ナ 禍 で 中 止 せ ざ る を 得 な か っ

た セ ミ ナ ー は 、 情 報 通 信 技 術 （ Ｉ Ｃ

Ｔ ） を 活 用 す る こ と で 、 新 型 コ ロ ナ

を 〝 克 服 〟 し た 。

　 ○ … セ ミ ナ ー 開 催 で 頭 を 悩 ま せ る

の が 「 北 海 道 の 広 さ 」 。 こ れ ま で 開

催 地 以 外 か ら は 、 移 動 の 負 担 も あ り 、

な か な か 参 加 で き な か っ た 。 オ ン ラ

イ ン は こ れ を 解 決 し 、 道 内 各 地 か ら

教 諭 が 授 業 や 発 表 を 見 つ め た 。

　 ○ … 変 化 は 他 に も あ っ た 。 教 員 を

目 指 す 大 学 生 の 姿 が あ っ た 。 同 僚 教

諭 の 発 表 を 「 校 内 研 修 会 」 と し て 視

聴 し た 学 校 も あ っ た 。 オ ン ラ イ ン は

万 能 で は な い が 、 セ ミ ナ ー に 新 た な

風 を 吹 き 込 ん だ よ う に も 思 う 。

　 ○ … 現 地 開 催 の 臨 場 感 と オ ン ラ イ

ン の 利 便 性 。 双 方 を 組 み 合 わ せ れ

ば 、 セ ミ ナ ー は 一 層 の 充 実 が 期 待 で

き る 。 当 協 議 会 は 昨 年 、 2 5  周 年 を

迎 え た 。 こ れ か ら も 時 代 に 沿 っ た 北

海 道 の Ｎ Ｉ Ｅ を 考 え 、 新 た な 試 み に

も 取 り 組 み た い 。 （ 坂 ）

第

2 7回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 宮

崎 大 会  （ 日 本 新 聞 協 会 主 催 ）が ８ 月 ４ 、 ５ の 両 日 、 宮 崎市 民 文 化 ホ ー ル な ど で 開 かれ る 。
大 会 ス ロ ー ガ ン は 「 い ま

を 開 き

　
未 来 を 拓 く Ｎ Ｉ

Ｅ 」  。  初 日 の 全 体 会 は 開 会 式に 続 い て 、 ２ ０ １ ９ 年 ノ ーベ ル 化 学 賞 を 受 賞 し た 吉 野彰 氏  （ 旭 化 成 名 誉 フ ェ ロ ー ）が 記 念 講 演 す る 。  「 Ｎ Ｉ Ｅ で伸 び る 力 、 伸 ば す 力 ～ 子 ど

も た ち を 持 続 可 能 な 未 来 の創 り 手 へ 」 を テ ー マ に パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン も 行 う

。

２ 日 目 の 分 科 会 は 、 宮 崎
公 立 大 を 会 場 に 、 公 開 授 業と 実 践 発 表 を 行 う 。 宮 崎 公立 大 と 大 会 主 管 社 の 宮 崎 日日 新 聞 社 は 、 新 聞 を 教 材 に時 事 問 題 に 関 す る 授 業 を 受け た 学 生 が 何 に 気 づ き 、 気持 ち や 行 動 が ど う 変 化 し たの か な ど を 共 同 発 表 す る 予定 。

◇ お こ と わ り

　
「 Ｎ Ｉ Ｅ

実 践 奮 闘 記 」  は 休 み ま し た 。

太 平 洋 沖 の 日 本 海 溝 ・ 千
島 海 溝 沿 い で マ グ ニ チ ュ ード ９ ク ラ ス の 地 震 が 起 き た場 合 、 国 内 で 最 大 約

1 9万 ９

０ ０ ０ 人 の 犠 牲 者 が 出 る─ 。 昨 年

1 2月 、 政 府 の 中 央

防 災 会 議 が ま と め た 被 害 想定 だ 。  北 海 道 は 最 も 深 刻 で 、う ち

1 3万 ７ ０ ０ ０ 人 に 上

る 。 早 期 避 難 な ど で 被 害 を約 ８ 割 減 ら す こ と が で き ると は い う が 、 あ ま り に も 衝撃 的 な 数 字 で 、 大 災 害 の 恐ろ し さ を 改 め て 突 き つ け られ た 。

◇

前 任 地 は 兵 庫 県 。 阪 神 大
震 災 の 被 災 地 で 、 災 害 に 関

わ る 取 材 を 通 じ 、 さ ま ざ まな 人 た ち に 出 会 っ た 。 中 でも 印 象 に 残 っ て い る １ 人 は美 術 教 員 の 女 性 だ 。
ご 自 身 も 小 学 生 の 時 に 被

災 。 教 員 に な り 母 校 に 赴 任し た 際 、 先 輩 教 員 か ら 背 中を 押 さ れ 、 震 災 体 験 を 語 り始 め た と い う 。 被 災 地 の 惨状 や 避 難 所 の 様 子 な ど 、 まぶ た に 焼 き 付 い て い る 情 景を 絵 に 落 と し 込 ん だ 紙 芝 居を 作 成 。 当 時 の 様 子 を 子 供た ち に 語 り 継 い で い る 。
災 害 は い つ 、 ど こ で 起 こ

る か 分 か ら な い 。 だ か ら こそ 、 震 災 を 風 化 さ せ ず 「 人ご と に し て ほ し く な い 」 と

の 思 い を 込 め て い る 。 取 材に こ う 打 ち 明 け た 。
地 震 が 起 き た １ 月

1 7日 、

あ る 小 学 校 の 体 育 館 で 、 女性 の 話 に 全 校 児 童 が 耳 を 傾け た 。 体 験 談 を 聞 い た 女 児は  「 も し も 地 震 が 起 き た ら 、困 っ て い る 人 を 助 け た い 」と 力 強 く 話 し た 。 経 験 者 の語 り は 何 よ り も 人 々 の 心 に響 く 。 子 供 た ち に と っ て 、と て も 貴 重 な 機 会 だ っ た と感 じ た 。
災 害 へ の 備 え は 、 経 験 者

の 声 が 重 要 な 道 標 に な る はず だ 。 新 聞 も 常 に 災 害 と 向き 合 い 、 そ の 役 割 を 担 っ てい る と 自 負 し て い る 。 発 生直 後 、 節 目 の 時 期 な ど 、 被災 地 の 現 状 を 詳 し く 伝 え 、時 間 の 経 過 と と も に 浮 き 彫り に な る 課 題 を 報 じ て いる 。 語 り 部 に は か な わ な いか も し れ な い が 、 災 害 に よる 被 害 を 少 し で も 減 ら す ため 、 記 事 を 書 き 続 け る 意 義を 再 認 識 し て い る 。 教 育 の

現 場 で も 過 去 の 記 事 に 触 れて も ら い 、 災 害 を 知 り 、 学ぶ き っ か け に な れ ば と 考 えて い る 。

◇

災 害 時 に 避 難 拠 点 と な る
学 校 で は 、 現 場 を 預 か る 教職 員 の 苦 労 は 相 当 だ と 聞 いた こ と が あ る 。  こ う し た 中 、教 職 員 を 中 心 と し た 被 災 地支 援 の 体 制 づ く り が 進 ん でお り 、 被 災 地 の 学 校 現 場 を支 え る チ ー ム が 全 国 で 順次 、 誕 生 し て い る 。

先 駆 者 は 兵 庫 県 。 教 職 員
ら で つ く る 震 災 ・ 学 校 支 援チ ー ム 「 Ｅ Ａ Ｒ Ｔ Ｈ （ ア ース ）  」 だ 。  「 阪 神 大 震 災 で 応援 を も ら っ た 恩 返 し 」 で 設立 。 国 内 外 の 被 災 地 で 避 難所 運 営 や 学 校 再 開 を 支 援 する 一 方 、 他 県 に 出 向 い て 震災 の 教 訓 を 伝 え る 。 こ の 動き は 、 被 災 地 の 熊 本 県 や 宮城 県 の ほ か 、 三 重 県 に も 波及 。 ア ー ス の 初 代 メ ン バ ーは  「 蓄 積 し た ノ ウ ハ ウ を  （ 他県 に ） 提 供 す る 。 各 地 で 組織 が で き れ ば 、 連 携 も 取 れる 」 と 歓 迎 す る 。

北 海 道 教 育 委 員 会 も チ ー
ム 設 立 に 向 け 、 教 職 員 へ の研 修 が 始 ま っ て い る と 聞 いた 。 北 海 道 に 赴 任 し 、 マ イカ ー で 取 材 に 出 る と 、 一 日数 百 キ ロ 走 る 日 も 珍 し く ない 。 仕 事 の 大 半 は 運 転 と いう 日 も あ り 、  「 北 海 道 は あま り に も 広 す ぎ る 」 と 実 感す る 。 広 大 な 土 地 ゆ え 、 道内 各 地 域 で 支 え 合 え る 組 織が で き る こ と を 願 い つ つ 、報 道 機 関 と し て 防 災 意 識 を高 め る ニ ュ ー ス 配 信 に 今 後も 努 め て い き た い 。

編 集 後 記編 集 後 記
宮 崎 で 全 国 大 会宮 崎 で 全 国 大 会

��

８ 月 ４ 、  ５ 日８ 月 ４ 、  ５ 日

時 事 通 信 社 札 幌 支 社 編 集 部 長

　
上 原

   栄 二

災 害 へ の 備 え

教 員 向 け 研 修 会 で の 兵 庫 県 教 委 の 震 災 ・ 学 校 支 援 チ ー ム に

よ る 講 演 （ 鳥 取 県 倉 吉 市 ）

新 聞 も 語 り 続 け る新 聞 も 語 り 続 け る
2 0 2 2 年 （ 令 和 4 年 ） 3 月 3 1 日
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